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石川県立図書館
― 表　紙 ―

思いもよらない本との出会いや体験によって、自分の人生の１ページをめくることができる場所。

手に取ることのできる３０万冊の本、思い思いに過ごせる５００の閲覧席、知的な活気にあふれる
交流の場。さまざまな出会いに満ちた図書館をお楽しみください。

館内は大きく 「閲覧エリア」 「こどもエリア」 「文化交流エリア」 の３つのエリアに分かれています。

【閲覧エリア（1 ～ 4F）】
手に取れる本が並ぶエリア。
「本と出会う１２のテーマ」
が並ぶ円形の本棚や、分類
別図書が並ぶ本棚のほか、
その日の気分に応じて楽し
める様々な席があります。

【こどもエリア（1F）】
親も子も楽しく過ごせるエリ
ア。本はもちろん、体を動
かして楽しむ仕掛けもあり、
いろんなことに集中・熱中
できる場所です。

【文化交流エリア（1 ～ 2F）】
本だけでなく、人・モノ・
情報が集まり、交流するた
めの様々な機能を備えた
エリア。イベントへの参加や
自習・読書など、思い思い
に過ごせます。

石川県立図書館
〒920-0942 金沢市小立野 2 丁目４３番 1 号
Tel.076-223-9565（代表）
E-mail　library@pref.ishikawa.lg.jp

【閲 覧 エ リ ア】平　日／9：00～19：00
土日祝／9：00～18：00

【文化交流エリア】平　日／9：00～21：00
土日祝／9：00～18：00

【休館日】月曜日（祝日の場合は翌平日）、
年末年始、特別整理期間

【駐車場】400台／入庫後30分無料、
以降30分ごとに100円
▶図書館利用者は、館内の駐車料
金割引機で手続きすると、入庫
後3時間無料となります。

【路線バス】「石川県立図書館」
「崎浦・県立図書館口」で下車。

（表紙写真及び紹介文
石川県県民文化スポーツ部文化振興課）



　

金 沢 本 部

今年度はコロナ禍ではありましたが、エレキス

クールを８月６日（土）に能登・金沢・加南の３本

部で同一日に実施しました。金沢青年部では、近

隣の西南部小、三和小、押野小、戸板小の４～６

年生に声掛けし10名の子供たちが参加してくれま

した。来年こそはコロナも終息し、もっと大々的

に開催できることを願うばかりです。

令和４年度  電気使用安全月間活動報告

白山支部では、８月26日に山田憲昭白山市長に

も参加して頂き、白山市内地下通路174基の電気

設備清掃及び点検を実施致しました。

－ 1－



能登本部 青年部長 

薄　井　克　弘

能 登 本 部

今年度は穴水町教育委員会の協力のもと、穴水

町役場にて３年ぶりとなるエレキスクールを開催

しました。一昨年度、昨年度とコロナの影響で中

止となりましたが、今年度は小学生12名と父兄の

方に参加頂き開催出来た事を本当に嬉しく思いま

す。青年部員にとりましても、コロナ禍で活動が

制限されてきた中、エレキスクールで小学生とコ

ミュニケーションをとれた事は、今後の活動のモ

チベーションになったかと思います。

また、当日は稲垣能登本部長をはじめ、親会の

方々に出席頂き電気の無料相談所や電気使用安全

月間のＰＲにキャラバン隊として穴水町管内を巡

回して頂きました。本当にありがとうございました。

今年度は初めて、加南本部・金沢本部・能登本

部の青年部で同一日でのエレキスクール開催とな

りました。部員数が減少する中、今後は３本部青

年部が協力して活動する事が増えていくと思いま

す。

最後になりますが、少しずつ活動が出来るよう

になってきましたが、コロナが完全に終息し、来

年度はマスク無しでエレキスクールが開催できま

す事を願っています。
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加 南 本 部

大型看板の設置

電気使用安全月間ＰＲ大型看板設置（加南本部

会館壁面）

広報活動

８月１日～31日　社有車ステッカー貼付広報活動

８月１日～31日　�電気使用安全月間ＰＲポスター

コンクール　応募作品10点

　　　　　　　　最優秀賞　大田一葉さん

（小松市立木場小学校５年生）

８月６日　�電気教室「エレキスクールin加賀」開催

場所：加賀市文化会館

　　　小学生児童　12名参加

　　　青年部員　　12名参加

第一部　�電気の安全な使い方や電気の

仕組み、節電について

第二部　工作教室　ＬＥＤランプ製作

講習会・安全指導の実施

自主安全パトロール

�（電気使用安全月間中の）実施回数５回　

　延べ参加者13名　10現場
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文化財等の電気設備点検

８月３日　重要文化財の電気設備点検

　　　　　「長流亭」

月間出発式

８月１日　�石川電気安全サービスの月間ＰＲ活動

出発式
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■中部近畿産業保安監督部長表彰

○営業所の部

東本電気㈱

  代表取締役　　　　

東 本　一 郎  氏

永年に亘り電気保安確

保に特に顕著な功績があ

ることが認められ、東本電気㈱（代表取締役　東

本一郎氏）が受賞されました。心よりお祝い申し

上げます。

同社は、昭和23年、東本電気工業所として創業

し、昭和28年に石川県電気工事工業組合に加入、

社屋の移転などを経て、昭和40年には先代の東本

清氏を代表取締役として有限会社東本電気工業所

を創立しました。

平成３年２月に現社長の東本一郎氏に継承され

た後、平成５年には資本金15百万円で東本電気株

式会社に組織変更、平成６年に特定建設業取得、

平成12年に資本金を20百万円に増資、平成13年12

月に新社屋が完成、平成27年２月に法人化50周年

を迎えて現在まで順調に発展しています。

同社は国際規格の「ISO9001：2015」を取得し

品質マネジメントを徹底することで常に社員全員

が顧客満足を目指して行動しています。

電気工事業においては、石川県・小松市を始め

とする官公庁や一般お客さま・建築会社から多く

の受注を受けており、関係法令を順守し絶えず技

術力研鑚に心がけた高品質な施工は顧客から十分

な満足を得ています。特に大手建設機械メーカー

である「㈱小松製作所（コマツ）」の主工場であ

る粟津工場や金沢工場および同社関連会社の電気

設備施工を永年にわたり一手に引き受け、厚い信

頼関係を構築しています。

また、地域においては社員全員がボランティア

として小松市安宅海岸の清掃、地元地域公園「さ

わ池ふれあいパーク」の外灯灯具・制御盤内の清

掃、周辺のゴミ拾いなどを毎年行っています。

代表取締役の東本一郎氏は石川県電気工事工業

組合加南本部において平成14年から現在に至るま

で総代を務め、平成16年から平成22年まで経営建

設委員長、平成23年には小松支部長となり同時に

県組合理事に就任して活躍しています。永年にわ

たり加南本部役員として、諸行事・諸事業に率先

垂範して取り組んでおり組合内での功績は顕著で

あります。

同氏は地域社会においてもボランティア精神を

高く持って行動しています。平成28年から小松商

工会議所１号議員、平成29年に小松労働基準協会

副会長となり令和２年７月には同協会会長に就

任、小松ライオンズクラブでは令和元年７月から

１年間会長職を務めました。

また、地元においては蓑輪町町内会の令和２年

度副会長、令和３年度には町内会長に就任し地元

住民と厚い信頼関係を構築し活躍しています。地

域社会活動において誠実で真摯な行動は諸団体関

係者から高く評価されており他の模範となってい

ます。

今後の活躍がますます期待されるものでありま

す。

令和４年度

電気保安功労者表彰
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■中部近畿産業保安監督部長表彰

○電気工事士の部

㈲若葉電気商会　　　　

薄 井　春 雄  氏

永年にわたり電気保安

に特に顕著な功績があっ

たことが認められ、㈲若葉電気商会　代表取締役　

薄井春雄氏が受賞されました。心よりお祝い申し

上げます。

当事業所は、昭和51年３月より若葉電気商会を

創業し同時に石川県電気工事工業組合に加入し

た。現在までの46年間に亘り北陸電力送配電㈱の

引込線工事施工者として、そして施工品質の高い

工事を手掛け得意先は勿論、一般需要家からも高

い信頼を得ている。

人格円満にして常に組合員とも融和を心掛け、

関係法令を順守し当組合能登本部の講習会及び関

連団体の七尾内線工事研究会研修会にも積極的に

参加し、技術研鑽向上等に努めている事からも手

直し等の不良工事は皆無である。作業安全面でも

自主安全管理活動等に積極的に取組み、当組合安

全衛生大会は勿論の事他の関連行事にも毎年参加

し安全意識高揚に努めている。

平成23年４月から石川県電気工事工業組合の総

代として能登本部の引込線安全部長を務め、平成

27年６月から当組合理事能登本部輪島支部長、能

登本部電設保守担当理事、安全担当理事として旺

盛な熱意と卓越した指導力で日々尽力されてい

る。自社はもとより組合員の技術安全関係に取り

組み、安全パトロールを重視し作業員に積極的に

声掛け指導されている。

地元住民との融和連携にも積極的に努め、親睦

等に寄与し感謝されている。地元組合輪島支部及

び関連団体の会合等にも積極的に参加する等、

定例世話役会、研修会等を企画し好評を得てい

る。

これらの他、地元穴水町消防団に所属し副団長

を長きにわたり務め、地域防災に尽力された功績

により平成31年度春の叙勲で瑞宝単光章を受賞さ

れている。

■電気安全北陸委員長表彰

○営業所の部

大竹電機㈱　

  代表取締役　　　

大 竹　和 彦  氏

電気保安功労者表彰式

が８月19日、富山市で行

われ大竹電機株式会社　代表取締役　大竹和彦氏

( 当組合理事・金沢本部　白山支部長 ) が永年に

わたり電気保安確保と電気工事業界の発展に尽く

された功績が認められ受賞されました。心よりお

祝い申し上げます。

同社は、昭和42年�大竹成和（現会長）が、大

竹電機商会として電気設備工事を開業し、昭和57

年４月、法人組織に変更し現在に至っている。北

陸電力送配電㈱外線・引込線・内線施工者、北陸

電力㈱の eドクター認定店として一般用・自家用

電気工作物の設計施工を現在まで55年間の永きに

わたり官公庁及び一般需要家等で多くの工事実績

がある。

また、電気保安確保と安全作業、施工品質向上

を経営の最重点に掲げ、従業員の教育、免許資格

取得、安全教育に積極的に取組み人材育成を経営

理念に、関係団体主催の研修会や講習会に積極的

に参加するとともに、新技術を先取りし新分野に

も意を注ぎ事業拡大を図る等健全な発展を続けて

いる。�職場の自主安全管理活動を社内一丸となっ

て確実に遂行し、創業以来、無災害を継続し堅実

な事業運営を行っている。

さらに、200Ｖ機器の普及促進及び200Ｖ配線の

推奨など優良安全配線の推進等に力を注ぎ、地球

－ 6－



温暖化防止策としてのＣＯ２削減へ向けての省エ

ネ対応機器のエコキュートをはじめエコ関連200

Ｖ機器の普及拡販に意を注ぎ、オール電化・省エ

ネフェア、キャンペーン等で多くの実績をあげて

いる。また、お客様設備の電気保安確保に大きく

貢献しており、この事に対し、北陸電力株式会社

はじめ北陸電気工事組合連合会等から表彰されて

いる。

さらに、「ＩＳＯ9001：2015」「ＩＳＯ14001：

2015」を取得し、品質管理と品質保証に努めてお

り、お客様からの信頼も高く評価されている。

地域においては、防災井戸ポンプ設備点検、防

災無線点検等ボランティア活動や毎年実施してい

る電気使用安全月間行事での街路灯点検清掃、地

下道の蛍光灯清掃活動に積極的に参加している。

今後のご活躍が更に期待されるものであります。

■電気安全北陸委員長表彰

○電気工事士の部

北陸電気設備㈱　　　　

菊 田　三 雄  氏

永年にわたり電気保安

に特に顕著な功績があっ

たことが認められ、北陸電気設備㈱　代表取締役　

菊田三雄氏が受賞されました。心よりお祝い申し

上げます。

同氏は、昭和62年３月より北陸電気設備㈱を創

業し同時に石川県電気工事工業組合に加入した。

現在までの35年間に亘り一般電気工作物並びに自

家用電気工作物設計施工、施工品質の高い工事を

手掛け得意先は勿論、一般需要家からも高い信頼

を得ている。

人格円満にして常に組合員とも融和を心掛け、

関係法令を順守し当組合能登本部の講習会及び関

連団体の七尾内線工事研究会研修会にも積極的に

参加し、技術研鑽向上等に努めている事からも手

直し等の不良工事は皆無である。作業安全面でも

自主安全管理活動等に積極的に取組み、当組合安

全衛生大会は勿論の事他の関連行事にも毎年参加

し安全意識高揚に努めている。

石川県電気工事工業組合の総代として能登本部

に於いて平成８年４月から保守管理部長をはじめ

平成25年４月から石川県電気工事工業組合理事及

び能登本部羽咋支部長として、旺盛な熱意と指導

力のもと組合員をまとめ上げ、地元においても羽

咋市町会長連合会理事、町会長連合会会長等を歴

任し羽咋市町会長のトップに立ち、長年にわたり

町づくりの推進と市政の進展に寄与し、その功績

により羽咋市制記念日に羽咋市市長より表彰され

るなどの功績は顕著である。
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第15回 安全衛生大会
テ　ー　マ：『基本ルール遵守徹底による労働災害撲滅』
スローガン：『過去の災害事例に学び「繰り返し災害」を防止しよう』

７月26日にホテル日航金沢に於いて第15回安全衛生大会を開催した。昨年同様、新型コロナウ

イルス感染症拡大を鑑み、参加人数を縮小し来賓含め約80名が参加した。

大会では、米沢理事長の開会挨拶の後、ご来賓の北陸電力株式会社執行役員石川支店長の木村

博喜様、北陸電力送配電株式会社石川支店長の川島渉様より祝辞を頂戴した。その後、株式会社

丸西組管理部長　石川容子様を講師に迎え、

「中小企業における働き方改革の進め方と成

果」と題し、記念講和が行われた。最後に安部　

良県青年部長による安全大会宣言とゼロ災の

掛け合いコールを実施、稲垣安全委員長による

閉会挨拶があり、「ゼロ災」の達成に向けて決

意を新たにする大会となった。
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７月16日（土）に金沢ニューグランドホテルに

て、県青年部創立40周年記念式典が行われた。第

一部として、宮本周司参議院議員（現・財務大臣

政務官）が「強みの再構築」と題し、記念講演が

行われた。その後、第二部として、記念式典が行

われ、米沢理事長から安部青年部長に青年部旗の

贈呈と共に安部青年部長から米沢理事長へ、今後

の活動方針として「親会様への提言」と「青年部

単独事業」の概要をまとめたものを手交した。

活動方針の指針として、以下の３つの大項目と

それぞれ小項目の他、スローガンを定めた。

スローガン
「ONE TEAM 挑戦し続ける青年部
　～想いを JOINT 未来へ CONNECT ～」

◆知識と技術力の向上
１�　資格取得のためのセミナーを開催し、スキ

ルアップを図る

２�　製販工と連携し、新商品。新技術に対する

意見交換会を実施する

◆地域社会への貢献
１�　金沢・能登・加南の思いを一つに、地域に

根差した貢献活動を行う

２�　子供たちと交流し、パートナーシップで活

動を実施する

◆持続可能な業界づくり
１　次世代や異業種との意見交換を行う

２　業界の魅力を公式ＳＮＳで積極的に発信する

３�　既存の活動にとらわれない。業界の認知活

動を実施する

青年部では、上記の指針に基づいて創立50周年

に向けて今後10年間の活動をして行くことになる。

県青年部創立40周年記念式典
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高校生ものづくりコンテスト石川県大会が７月

27日（水）石川県立工業高校を会場に開催された。

ものづくりへの関心を高め、技術・技能の育成を

図ることを目的に毎年行われている。出場選手は

石川県立工業高校のほか、小松工業高校、羽咋工

業高校、金沢市立工業高校の４校から２名ずつの

計８名が出場した。毎年、石川県立工業高校生徒

と意見交換会を実施している関係から、当番校の

石川県立工業高校の先生から大会審査員の要請が

あり、５名（柚木副理事長、宮下常務理事、安部

県青年部長、薄井能登青年部長、山本加南青年部

長）が審査員として参加した。

競技内容はパネル（1,800㎜×1,800㎜）上に配

線図で示された低圧屋内配線工事を制限時間内

（120分）に施工するものであり、日ごろの練習の

成果を十分に競い合った。作業中の動作や接続、

結線、仕上がりの綺麗さなどを審査した結果、石

川県立工業高校の２名が１位２位となり、北信越

大会出場の権利を得た。

９月11日には北信越大会が行われ、県立工業高

校生徒は３位入賞となり、残念ながら全国大会出

場を逃したが、今後とも次世代育成につながる行

事に協力していきたい。

令和4年度 第22回高校生ものづくりコンテスト
電気工事部門石川県大会
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９月８日（木）に第４回となる電気工事技能競技

北陸大会が金沢流通会館で開催された。石川県か

らは酒井太志さん（㈲さかでん）、桑本大地（㈱

鳴和電気商会）の２名と富山県からは１名、福井

県からは２名の計５名が参加した。競技内容は学

科試験とパネル（1,800㎜×1,800㎜）上に配線図

で示された低圧屋内配線工事を制限時間内（180分）

に施工するもので全国大会に準じたもので行われ

た。大会の結果、それぞれの各県代表と北陸ブロッ

ク代表が選ばれ、12月の電気工事技能競技全国大

会に出場することとなった。

選ばれた選手は以下の通り

金　賞　酒井　太志　�㈲さかでん　

　　　　※県代表として全国大会出場

銀　賞　井上　亮　�㈱ナカオ電機（富山県）　�

　　　　※県代表として全国大会出場

銅　賞　桑本　大地　�㈱鳴和電気商会

　　　　※北陸ブロック代表として全国大会出場

敢闘賞　小松原　誠士　�㈲加藤通信（福井県）

　　　　※県代表として全国大会出場

敢闘賞　宇野　尭之�　土牧電機㈱（福井県）

審査員として、金沢本部の高桑裕幸さん（アイ

電設㈱）と中森秀和さん（中森電気）が参加した。

また、業界理解促進事業の一環として、石川県

立工業高校電気科１年生40名と教員２名が見学に

来場し、安部県青年部長、中村金沢青年部長、山

本加南青年部長の３名で作業や工具の説明を行っ

た。生徒からは「作業をやってみたい」「早く第

二種電気工事士を取得したい」などの声が聞かれ

た。同時に動画の撮影も行われ、高校生の意見交

換会などに使用していく予定だ。

第４回　電気工事技能競技北陸大会
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開催年月日　 令和４年12月１日（木）
開催場所　　 横浜アリーナ
大会テーマ　 Go for it ! その技術が未来を救う！

第４回　電気工事技能競技全国大会

当組合から石川県代表として酒井太志さん

（㈲さかでん）、北陸ブロック代表として桑本大地

さん（㈱鳴和電気商会）の両名（金沢本部所属）

が参加する。結果は次回「こうほう」となるが、

両名には代表の名に恥じない奮闘を期待すると共

に技能競技大会は隔年で行われるため、次回は能

登本部、加南本部からの選手の出場を期待する。

北陸ブロック代表

㈱鳴和電気商会

桑 本　大 地  氏

石川県代表

㈲さかでん

酒 井　太 志  氏
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６月３日に行われました総代会において、組合女性部の設立へ向けて組合定款の一部改

正を行いました。

組合女性部を設立し、女性の社会的地位向上と女性後継者及び女性技術者の育成を図り、

組合事業の活性化及び強化を目指します。

現在、事前活動として数名の発起人が集まり、打合せ、準備を進めております。設立式

典など具体的な活動を発表できる時期になりましたら、各本部を通じて発表いたします。

また、各本部から事前に入部の案内を送付いたしますので、組合女性部への入部につい

てご検討をお願い致します。

組合女性部設立へ
～女性部入部のお願い～

組合女性部加入対象者
・女性組合員

・組合員事業所の女性経営者、

女性役職者、女性従業員

※�電気工事士、事務職員など職種、

年齢は限定しません。

・�女性部の趣旨に賛同していただけ

る方

≪活動内容（案）≫
・女性部員相互の親睦を深める活動

・�経営や積算などの実務及び現場作

業に役立つ各種セミナーの実施

・組合青年部との共同事業の実施

・他県組合女性部との交流活動

　（福井県や京都府などで既に女性

部が設立しています）

・�石川県中小企業団体中央会女性部

との連携
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この度、計器取扱種類の拡大に伴う台数の増加で、１階資材倉庫

が手狭となり、従来の２階中研修室に移転したのでお知らせ致します。

２階計器取次窓口業務開始日　 令和４年９月13日

尚、移転に伴い電話、ＦＡＸについては、下記の通り変更になり

ました。

電  話　 ０７６－２２０－６６７１
ＦＡＸ   ０７６－２２０－６６７２

金沢本部
北陸電力送配電「計器取次窓口」の移動について
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７月１日� 認定電気工事従事者認定講習会

７月５日� 県企画委員会

� 県青年部役員会

７月８日� 認定電気工事従事者認定講習会

７月12日� 防保護具耐圧試験（7/28迄）

７月14日� 本部役員会

７月16日� 県青年部40周年記念講演、式典

� �第二種電気工事士（技能）受験準備講

習会

７月17日	 	第二種電気工事士（技能）受験準備講

習会

� � � � �
７月19日	 引込線事業所訪問

７月22日	 引込線事業所訪問

７月25日	 北陸連合会若年者教育（29日迄）

７月26日	 組合安全衛生大会（ホテル日航）

� 内線防保護具耐圧試験

７月27日	 内線防保護具耐圧試験

� ものづくりコンテスト（県立工）

７月28日	 青年部役員会

８月４日	 安全部臨時施設パトロール

８月６日	 エレキスクール

８月８日	 外線事業主会議

８月９日	 常務会　新加入者試験

� 文化財等点検

８月18日	 外線班員研修会

８月19日	 河北支部計測器照合試験

� 外線班員研修会

� 青年部役員会

８月23日	 外線施工者事業所訪問

� 青年部役員会

金 沢 本 部

●●●●● 各本部だより ●●●●●
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８月24日	 外線施工者事業所訪問

８月25日	 外線施工者事業所訪問

８月26日	 フルハーネス特別教育

８月27日	 第一種電気工事士（筆記）講習会①

� � � � �
８月28日	 第一種電気工事士（筆記）講習会②

� 青年部家族リクリエーション　

９月１日	 県広報委員会

９月２日	 フルハーネス特別教育

９月３日	 第一種電気工事士（筆記）講習会③

９月４日	 第一種電気工事士（筆記）講習会④

９月８日	 電気工事技能競技北陸大会

� �（金沢問屋センター）

� 第一種電気工事士定期講習会

� （県地場産業振興センター）

９月10日	 第一種電気工事士（筆記）講習会⑤

９月11日	 第一種電気工事士（筆記）講習会⑥

９月12日	 本部役員会

９月13日	 上期配電工事特別安全パトロール

９月14日	 県厚生委員会

９月16日	 外線部会

９月22日	 青年部役員会

９月27日	 白山支部計器照合試験

９月28日	 白山支部計器照合試験

９月30日	 県青年部役員会

�

�

－ 16－



７月４日　安全協力会安全祈願祭（珠洲地区）

７月５日　企画委員会（於：県本部）

７月６日　安全協力会安全祈願祭

� （羽咋・輪島・能登地区）

７月７日　安全協力会安全祈願祭（七尾地区）

７月13日　安全協力会安全祈願祭（志賀地区）

７月16日　県青年部40周年記念事業

� （於：金沢ニューグランドホテル）

７月18日　能登本部倉庫改修工事開始

７月21日　能登本部倉庫改修工事打合せ会議

�　〃� 令和４年度新任班長教育（於：県本部）

７月22日　青年部役員会

７月25日～29日　令和４年度若年者教育

� 　　　�（於：北電研修センター）

７月26日　安全衛生大会（於：ホテル日航金沢）

８月４日　第一種電気工事士定期講習会

� （於：七尾サンライフプラザ）

８月６日　安全月間広報キャラバン隊巡回ＰＲ

�　〃� 青年部エレキスクール開催

� （於：穴水町）

８月９日　常務会（於：県本部）

８月10日　文化財電気配線点検

� （於：七尾市中島町）

８月10日～26日　絶縁防保護具耐電圧試験

８月19日　保安功労者表彰式（於：富山市）

� 中部近畿産業保安監督部長表彰

� 　電気工事士の部

� 　　㈲若葉電気商会　薄井春雄氏

� 電気保安北陸委員長表彰

� 　電気工事士の部

� 　　北陸電気設備㈱　菊田三雄氏

８月22日～９月16日　�計器類、トルクドライバー

校正試験

８月27日～10月１日　第一種電気工事士（筆記）

� 受験準備講習会（毎土曜日／５日間）

　５名

８月29日　青年部役員会

８月30日　配電委員会（於：県本部）

能 登 本 部
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８月31日　フルハーネス特別教育　７名

９月１日　広報委員会（於：県本部）

９月８日　技能競技北陸大会

� （於：金沢問屋センター）

９月13日　上期配電工事特別安全パトロール

９月14日　厚生委員会（於：県本部）

９月16日　定期健康診断　80名受診
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７月５日� 安全祈願祭

� 【小松支部】本折日吉神社

� 【加賀支部】加賀江沼神社

７月５日　第１回技術委員会　７名

� 令和４年度事業計画について

７月７日	 第２回企画経営委員会　７名

� 令和４年度事業計画について

７月12日～８月９日			内線工事現場自主安全パト

ロール　�小松支部：16回

７月12日	 第１回広報厚生委員会　８名

� 令和４年度事業計画について

７月13日～７月22日　７回

� 第二種電気工事士技能試験講習

� 受講者５名

７月13日	 第２回電設委員会　10名

� 令和４年度事業計画について

７月19日	 	加賀労働基準協会　通常総会・第２回

理事会

７月21日　配電工事班長教育

７月22日	 	小松労働基準協会　定時社員総会・理

事会

７月25日	 電気使用安全月間ＰＲ大型看板設置

７月27日～28日　	計測器・トルクドライバー校正

試験　加賀支部

８月１日	 電気使用安全月間ＰＲ活動出発式

� 石川電気安全サービス

８月１日　	青年部　社会奉仕作業「エレキスクー

ル in 加賀2022」打合せ　７名

８月３日　重要文化財電気設備点検　長流亭

８月３日　	ＳＤＧｓ関係ツール「バッチ・卓上ス

タンド」全組合員配布

８月４日　�加賀支部「道路クリーン作戦」

� 雨天予想により中止

８月４日　加賀支部夏季研修会　

� 豪雨災害により中止

８月６日　電気教室「エレキスクール in 加賀」

� 開催　加賀市文化会館

� 小学生児童12名参加　

� 青年部員12名参加

� 第一部　�電気の安全な使い方や電気の

仕組み、節電について

� 第二部　工作教室　ＬＥＤランプ製作

８月19日	 令和４年度電気保安功労者

� 中部近畿産業保安監督部長表彰

� 　東本電気㈱　

� 　　代表取締役　東本一郎�氏

８月23日　小松労働基準監督署

� �令和４年度南加賀建設工事関係者労働

災害防止連絡会議

８月23日～９月１日　�内線工事現場自主安全パト

ロール　�加賀支部：７回

８月23日	 安協交差パトロール　

� 能美市鍋谷町地内（北電工現場）

８月24日～30日　圧縮工具圧力試験

８月26日	 小松支部　第２回世話人会　５名

８月27日～10月１日　�第一種電気工事士筆記試験

講習　全６回　受講者８名

加 南 本 部

－ 19－



９月５日	 外壁看板取替　

� 安全月間→エコキュート

９月６日	 フルハーネス特別教育　５名

９月９日　第２回広報厚生員会（役員会）　３名

� �電気使用安全月間ポスターコンクール審査

９月12日～16日　５日間

� 活線防保護具耐圧試験

９月12日	 第３回配電災害対策委員会

� （外線施工者）　６名

９月13日� 	電気使用安全月間ポスターコンクール表彰

� 最優秀賞　大田一葉さん

� 　　　　　（小松市立木場小学校５年）

９月13日� 県配電工事特別安全パトロール

９月13日	 小松商工会議所

� 小規模企業振興委員連絡会

９月13日　小松労働基準協会　安全衛生委員会

９月13日	 計器システム変更説明会

９月15日	 防護管取扱変更説明会　12名

９月15日	 外線施工者班長会議　６名

� 災害復旧訓練について

９月20日～22日　３日間

� 間接活線工具耐圧試験
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組合員の皆様におかれましては、益々のご健勝、

ご活躍のこととお慶び申し上げます。日頃は青年

部活動へのご理解、ご協力を賜り、厚く御礼申し

上げます。

さて青年部ですが７月16日に県青年部創立40周

年式典を開催させていただきました。

「ONE TEAM 挑戦し続ける青年部

　　～想いを JOINT 未来へ CONNECT ～」

このスローガンをもとに新たな事業指針と次の

50周年に向けての決意表明を発表させていただき

ました。その中で「親会様への提言」も御座いま

すので、ぜひとも組合の発展の為にご理解、ご協

力を賜りますようお願い申し上げます。

また、式典にご臨席賜りましたご来賓の方々や

青年部 OB の皆様、改めまして感謝申し上げます。

現役青年部員もコロナ禍でありながらも、たくさ

んの協力を頂きありがとうございました。青年部

にとって素晴らしい一日になったと思います。

新生青年部の第一弾として８月６日に３本部同

一日のエレキスクールを開催させていただきまし

た。少しずつではありますが、３本部青年部一丸

となって組合活動を活性化させていきたいと思い

ます。

今後とも変わらぬご指導、ご鞭撻のほど宜しく

お願い致します。

●●●●● 青年部だより ●●●●●

県青年部長

　安　 部　　　良
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№ 本部 発生 受付 給付 区分 内　　　　　容 損害認定額 支払金額

1 能登 9/16 10/12 4/27 内線

製氷用冷凍庫の電源切り離しの

際に制御盤ケースと内部の銅

バーが接触し地絡、制御盤を破

損した。

3,088,800 3,088,800

2 金沢 10/28 11/8 9/16 内線

道路照明工事で掘削作業中に埋

設してあったヒューム管及び高

圧ケーブル外装を損傷させた。

4,770,980 4,770,980

3 加南 12/2 12/8 5/2 内線

小学校屋外照明ＬＥＤ化工事で

高所作業車のアウトリガーで鉄

棒を変形させ、さらに支柱を傾

斜させた。

770,000 770,000

4 金沢 12/1 12/27 内線

トンネル電気室にて道路照明回

路の切替工事の際にブレーカー

接続を誤り、過電圧で数台の道

路照明を破損させた。（誤結線）

2,344,189 2,109,770

5 能登 7/15 9/26 内線

照明器具取替中に体育館ステー

ジの舞台幕を誤って破ってし

まった。

合計 金沢 能登 加南 合計 外�線 引�込 内�線 10,973,969 10,739,550

件数 2 1 1 4 4

誤結線 1 1

第 三 者 賠 償 制 度 給 付 状 況

グ ル ー プ 共 済 制 度 給 付 状 況

令和４年度（4/1 ～ 9/30）� � � � � � � � � �

◎給付の流れ ➩事故発生から30日以内に事故発生報告書を提出。後日、給付金請求書を提出する。�

◎保　険　料 ➩年間売上高（消費税込）、対人・対物賠償保険金額に応じ決定する。�

№ 本　部 給�付�日 給 付 区 分 給付金額（円） 加入口数

1 能　　登 4/7 障　　害 3,003,698 5

2 金　　沢 4/17 死　　亡 1,000,000 1

3 金　　沢 7/22 死　　亡 5,000,000 5

合計�２件（金沢２件、能登１件、加南０件）�　死亡２件、障害１件、入院０件 � 9,003,698

令和４年度（4/1 ～ 3/31）� � � �

◎全日電工連グループ共済制度　（無配当）団体定期保険     
◎対象：新規加入・増口：15歳～ 70歳、71歳～ 80歳：継続加入のみ20口限度
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新加入組合員の紹介

《金沢本部》

【事業所名】  株式会社ライフサワダ
■所　　属：金沢本部西部支部　

■加 入 日：2022年８月31日

■事業所名：株式会社ライフサワダ

■住　　所：金沢市松村２-33

■代表者名：沢田　登

■従業員数：10人

■主な事業内容：電気工事・空調工事・住宅設備販売・電気製品販売

■�コメント：�株式会社ライフサワダと申します。まだまだ若い会社で、経験や技術は少ないで

すが、一生懸命やりますので、ご指導ご鞭撻の程よろしくお願いいたします。
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全日電工連認定損害保険制度の概要

石川県電気工事工業組合 「任意労災制度」
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ＰＣＢ廃棄物（使用中含む）の期間内の処分をお願いします！ 

～高濃度ＰＣＢ廃棄物・使用製品の処分の期限が迫っています～ 

【処分期間～石川県の場合～】 

１ 高濃度ＰＣＢ廃棄物・使用製品 

 (1) 変圧器・コンデンサー等   ：令和４年３月３１日まで（処分期間終了） 

 (2) 安定器及び汚染物等     ：令和５年３月３１日まで 

２ 低濃度ＰＣＢ廃棄物・使用製品 ：令和９年３月３１日まで 

お問合せ先 

（事業場が金沢市以外）石 川 県 資 源 循 環 推 進 課：ＴＥＬ０７６－２２５－１４７４ 

（事業場が金沢市内）金 沢 市 ご み 減 量 推 進 課：ＴＥＬ０７６－２２０－２５２１ 

処分期間を過ぎると事実上処分することができなくなります。 

万が一ＰＣＢ含有の疑いがあるものを発見した場合は、至急担当課へご連絡ください。 

詳しくは  石川県 ＰＣＢ  検索 

～ＰＣＢを含有する電気機器は処分期間内に処分する必要があります～ 
 

・電気工事の際に発生する、変圧器、コンデンサー、蛍光灯安定器などの廃電気機器にはＰＣＢが 

含まれていることがあります。 

・とくに昭和 52 年３月以前に建築・改修された事業場では、ＰＣＢ使用安定器の有無の確認が必要です。 

・また、電気工事で発生するＰＣＢ含有廃電気機器は、工事業者が引き取ることはできません。 

・廃電気機器を引き取る前に、発注者等にＰＣＢ含有の有無を確認してください。 

・過去に取り外した廃電気機器が事業場内や倉庫に保管されていた事例も報告されていますので、 

事業場内にＰＣＢ含有の疑いがあるものが保管されていないか、今一度ご確認ください。 

最終年度 

～電気工事業者のみなさまへ～ 
 

－ 26－



こうほう     第 15６ 号

発   行 2022年 1 0月 2 0日

発行所 石川県電気工事工業組合
 金沢市新保本4－65－22
 TEL（076）269－7880㈹
 FAX（076）269－7881

● 組合事務局日誌 ●






